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株式会社ニューフォリア 概要
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■社名
株式会社ニューフォリア

■所在地
〒150-0011
東京都渋⾕区東1-26-30 シブヤイーストビル3階

■設⽴
平成20年5⽉

■資本⾦
2億4020万円

■役員
代表取締役社⻑ ： 多⽥ 周平
取締役副社⻑ ： 中尾 信⼀
取締役 ： 岡⽥ ⿓
取締役 ： 猪野 潤
取締役 ： ⽻⽥野太⺒

■従業員数
20名（平成25年6⽉現在）

会社概要

2013/6/27 4Copyright © 2013 newphoria , Inc. All rights reserved.



弊社で推進している事業は次世代のデジタル技術（≒HTML5）をコア技術と位置づけ、
その技術研究と時代性・マーケットニーズへ呼応し、

デジタルサイネージ・WEB・スマートフォンといったマルチデバイスに展開しています。

ビジネス領域
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ビジネス事例の⼀部紹介

⾞載器とスマートフォン連携システム
開発事例

モバイルアプリ
開発事例

デジタルサイネージ コンテンツプラットフォーム

2013/6/27 6Copyright © 2013 newphoria , Inc. All rights reserved.



導⼊までの経緯
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プライベートクラウド 導⼊前システム概要
【リプレース前（2011年頃）の状況】

• パブリッククラウドで25台のサーバを運⽤（サービス提供・開発⽤途）

• サービス⽤途以外の社内情報システムサーバは物理的に社内で管理運⽤

• 全てのインフラ・サーバ管理は⼀⼈で担当

【当時の不満点】

• 頻繁なメンテナンスや⼩規模障害によるサービス断への不信感

• パブリッククラウド特有の制限による不⾃由さ

• スペックシートからは判断できない実際のパフォーマンス

• 突発的なリソースの逼迫に対応するスピード感の⽋如

• 社内サーバの物理的な管理の⼿間（資産管理から設置・保守交換⼿配など）
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当初のBBTowerからの提案

【BBTowerからの初期提案を通して分かった問題点】
• 拡張に伴う費⽤増と、対応までのスピード感がネックであること
• 個別のサーバリソースを柔軟に変更できる形式が⾃社に向いているということ
• VMware環境の仮想サーバの移⾏がシンプルに出来たほうが良い
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新規インフラ環境の構想
【当時の不満点と今後の展望を含めた構想】

• 使い勝⼿や、予算の固定化の困難性を考えるとパブリッククラウドはNG

• ある程度の拡張性を持ったインフラ環境によるサーバの⼀元管理

• 事業者の都合や制限、共有環境の障害に可能な限り影響を受けない独⾃性

⇒ プライベートクラウドという選択肢の選択
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新規インフラ検討に際しての社内の意⾒
【新規インフラ検討にあたっての2つの意⾒】

案A：⾃社でHW・SW類を購⼊・構築し、ハウジングで運⽤する

メリット：⻑期で運⽤することを考えるとコストが安価
ナレッジが社内に蓄積される

デメリット：管理分野がHW及びNWに及び、少⼈数では負担が⼤きい
購⼊費⽤は⼤きな負担になる
資産を持つ＝サービスをクローズしても残る

案B：プライベートクラウドサービスを利⽤する

メリット：管理範囲が⼤幅に縮⼩される
予算を固定化させることが可能になる
24時間の対応窓⼝がある

デメリット：ランニングコストは購⼊と⽐較して⾼価
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プライベートクラウドサービスの採⽤にあたって

【プライベートクラウドサービスを選択した最⼤の理由】

• 少⼈数での効率的な運⽤に、オンプレミス・プライベートクラウドは
負担が⼤きすぎると判断したから

初期導⼊に関する⼿間（調査・検討・試験・構築）
障害発⽣時の対応・⼿配の煩雑さ ＜夜間等の対応は誰が？＞
数年後のHW⽼朽化に伴うリプレース発⽣時の⼿間

【BBTowerのプライベートクラウドサービスを選択した理由】

• 融通の利くプライベートクラウドを提供できるのがBBTowerだった

• 共有サービスとして提供される基幹ネットワークの信頼性の⾼さ

• 24時間の電話対応窓⼝など、サポートが充実している
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導⼊後のシステムイメージ・利⽤⽅法
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プライベートクラウドサービス 物理構成概要

L3 L3

FW FW

LB LB

L3 L3

L2 (front) L2 (front) 

Server A 
ｖSphere

Server B 
ｖSphere

Server C 
ｖSphere

Server D 
ｖCenter

L2 (back) L2 (back) 

Private IP Segment

Global IP Segment

VIP Segment

Internet

共有NW
1Gbps 冗長

フロントセグメントNW
100Mbps 冗長

バックセグメントNW
1Gbps 冗長Private IP /24

VIP 3個

Global IP /27割当

Internet

持込 VPN機器

システム 物理構成図
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プライベートクラウドサービス ネットワーク設計
詳細ネットワーク設計図
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プライベートクラウドサービス システム構成概要

仮想環境エリア（一部） 構成図

2013/6/27 16Copyright © 2013 newphoria , Inc. All rights reserved.



プライベートクラウドサービスの利⽤⽅法
【プライベートクラウド上のサーバの分類】

お客様商⽤サービス提供⽤サーバ（本番環境・ステージング環境）

社内開発者⽤の開発サーバ（担当者毎に各個⼈に割り当て）

社内情報システムサーバ（メールサーバ・社内イントラetc）

【それぞれの⽤途での⼤きなメリット】

完全冗⻑構成によるお客様商⽤サービスの信頼性の向上

ステージング環境と冗⻑構成によるメンテナンス実施タイミングのコントロール

テンプレートデプロイでのサーバ構築による作業負荷軽減

社内情報システムサーバのHW障害からの解放
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本プライベートクラウドの良い点、困った点
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本プライベートクラウドサービスの良い点

VMwareを採⽤した基盤であること
・仮想化ハイパーバイザーとしての信頼性の⾼さ

費⽤を抑えながら、必要な機能を有していること
・可⽤性の向上に必要な機能：vMotion／vSphere High Availavility
・仮想共有ストレージの選択による専⽤ストレージコストの圧縮

※vSphere Storage Appliance （VSA）の活⽤
・利便性の⾼いバックアップ⼿法：vSphere Data Recovery

※現在は後継のvSphere Data Protectionへ変更

信頼性の⾼い基幹共有ネットワークの利⽤
・FW/LBといった機器を⾃社で管理しないことのコスト・ワークのメリット

圧倒的な⾃由度の⾼さ
・オンプレミスプライベートクラウドと変わらない⾃由度の⾼さ
・リソースコントロール次第で、⾮常に多くのサーバを⼀元管理できます
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本プライベートクラウドサービスの困った点

vSphere Data Recoveryのスケジュール
・スケジューラー機能を使うにあたっての注意点

⇒ VDPになって改善されたのかしら？

VSAのDisk I/Oに起因する問題
・専⽤ストレージと⽐較すると当然ながらパフォーマンスは低い

⇒ 今後改善されるかは、VMwareさん次第…

・⾃社の利⽤⽤途では⼤きな問題は出ていない

・Disk I/Oを要する作業と実施タイミングをコントロールできれば⼤丈夫
⇒ 導⼊検討段階で、検証・調査を依頼することをお勧めします

カスタマーポータル・コントロールパネルの不備
・基幹共有ネットワークの設定変更がメールベースで、反映まで時間が掛る

⇒ 両社のためを思った、BBTowerさんへの切なる改善要望です
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満⾜度に点数をつけるとしたら…

＜上記の理由＞

・基本的に問題点が無く、柔軟性のある対応が受けられるから
・受けているサービスとして考えれば、リーズナブルな部類だと思う

改善要望としては、VSAのパフォーマンスくらい？

点
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最後に
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最後に
残念ながら、どれだけ⼿を尽くしてもシステムにトラブルは付き物です。
オンプレミスという形式は、メリットも⼤きいですが、同時にそれ相応のリスクも
抱え込むことになります。

その⼀⽅で、ユーザーにとってシステムは、正常に動いて当然という認識がありま
す。特にインフラはその傾向が強く、安定して動き続けることが求められます。そ
の期待を満たすために、⼗分なリソースを社内だけで維持できる企業は、⼀体どれ
だけあるでしょう？

ある事業者の⽅に、弊社で利⽤しているプライベートクラウドサービスについて話
をしたことがあります。その時、その事業者の⽅は、『とてもプライベートクラウ
ドらしいプライベートクラウドサービスを使っていますね。』と仰っていたのがと
ても印象に残っています。

クラウドというサービスは、パブリックを中⼼に、もう⼗分に普及・浸透している
と思いますが、⾃社に⼗分適したものを⾒出すのは、簡単ではないと感じています。
そのような中、プライベートクラウドサービスについてお話しすることが、少しで
も皆様のシステム運⽤の参考になりましたら幸いです。
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御清聴ありがとうございました
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